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第１節 調査の概要 

（１）調査の目的 

狭山市地域福祉推進計画の策定にあたり、狭山市民の福祉に関する意識 

及び潜在的なニーズ等を把握するとともに、今後の地域福祉に関する計画の

あり方を検討するための基礎資料とすることを目的に実施しました。 

 

（２）調査対象者 

1,996名（狭山市在住の２０歳以上の方から無作為に抽出しました。） 

 

（３）調査方法 

郵送配布・郵送回収 

 

（４）調査期間 

平成２５年９月２０日（金）から１０月４日（金）まで 

 

（５）回収結果 

① 配 布 数： 1,996票 

② 有効回収数：   831票 

③ 回 収 率：    41.6％ 

 

（６）注意事項 

① 調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第 

２位を四捨五入して算出しています。四捨五入の関係で、合計が 100％に

ならない場合があります。 

② 複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常の 100％を超えます。 

③ 選択肢の語句が長い場合、本文や表・グラフ中では省略した表現を用い

ることがあります。 

 

第１次（市民アンケート）調査中間報告 
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第２節 調査の結果 

（１）回答者に関する基本的な情報 

 

問１ 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 年齢層 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 居住地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 
 

問４ 現住所の居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 職業 
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問６ 通勤・通学先の場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 同居の人数（回答者は人数に含めないものとする。） 
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（２）暮らしにおける悩みや不安に関すること 

 

問９ 暮らしの中で、あなた自身やご家庭のことで、どのような「悩み・不安」

がありますか。あてはまるところ（３つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「健康・病気」（51.0％）、「老後・将来」（45.8％）、「家計・金銭的

なこと」（30.9％）が高くなっています。 

なお、前回調査においても、同様の回答が上位となっています。 

8.6 %

5.7 %

4.5 %

0.6 %

66.4 %

58.6 %

51.8 %

22.3 %

19.9 %

15.8 %

15.2 %

12.2 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

病気や健康

老後のこと

経済的なこと

家族の介護

災害時のこと

子育てや教育

生きがい

住まい

地域の治安

隣近所のこと

その他

無回答

ｎ=336

問１７　不安や悩みの内容

2.4 %

1.5 %

1.8 %

12.2 %

2.4 %

73.8 %

44.0 %

32.1 %

15.5 %

13.7 %

13.1 %

4.8 %

4.5 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族・親族

友人

医療機関

職場の人

市役所

地域包括支援センターなどの
福祉関係事業者

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

ボランティアやNPO

自治会の人

その他

特にない

無回答

ｎ=336問１８　不安や悩みの相談先
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問 10 その「悩み・不安」について、誰に相談されていますか。主なものを３

つ以内で挙げてください。あてはまるところ（３つ以内）をお答えくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家族・親族」（59.4％）、「知人・友人」（32.1％）がもっとも高

く、次いで「相談したくない、自分で解決する」（9.0％）、「相談でき

る人や相談先がない」（7.5％）となっています。 
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問 11 （この設問は、59歳以下の方がお答えください。）あなたは、あなた自

身が 60 歳を迎えた後、主にどのように過ごしたいと考えていますか。あ

てはまるところ（３つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「趣味や余暇を楽しみたい」（62.1％）がもっとも高く、次いで「収

入にこだわらないが、働くことは継続していきたい」（41.7％）、「経

済的に自立するために、現役同様に働きたい」（28.8％）となってい

ます。 



- 8 - 
 

（３）家族と身の回りに関すること 

 

問 12 あなた自身、またはあなたと同居されているご家族の中に右表に掲げる

方がいますか。あてはまるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「妊産婦、乳幼児を子育て中」（7.4％）が最も高くなっています。

子育て、介護、介助等、何らかの事情により、支援が必要な同居家族

がいる方の割合は、合わせて 19.0％となっており、前回調査の 10.7％

と比べ、大幅に増えています。 

無回答
2.6%いる

10.7%

いない
86.7%

ｎ=504問１０　介助・介護が必要な家族
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問 13 その方の生活課題（身の回りのことや家事等）は、その方自身が解決さ

れていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その方だけでは、解決できない生活課題がある」または「その方

だけでは、解決しにくい生活課題がある」と回答された方が全体の２

分の１を超えています。 

なお、前回調査では「自分だけではできない・できにくいことがあ

る」と回答した方が 11.3％となっており、今回調査でのこうした割合

が急激に増加しています。 

無回答
1.0%

自分だけではで
きない・できにく
いことがある
11.3%

基本的に自分で
できる
87.7%

ｎ=504 
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問 14 生活課題の解決に向け、どのような方法をとられていますか。あてはま

るところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家族に手伝ってもらっている」（67.1％）がもっとも高く、次い

で「公的福祉サービスを利用している」（23.0％）となっています。 

前回調査でも「家族に手伝ってもらう」がもっとも高く、家族によ

る支援の大きさが伺えます。 

57.9 %

21.1 %

17.5 %

14.0 %

5.3 %

12.3 %

15.8 %

5.3 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族に手伝ってもらう

福祉サービスを利用している

補助器具を使っている

ヘルパーに頼む

近所の人に手伝ってもらう

その他

特にない

無回答

ｎ=57
問１４　手助けの方法

8.8 %

43.9 %

40.4 %

22.8 %

17.5 %

14.0 %

10.5 %

10.5 %

3.5 %

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家庭及び地域住民だけでは
手助けできない場合に市が手助けを行う

家庭でお互いにできる手助けを行う

有償福祉サービス「ささえあい狭山」が
中心となって手助けを行う

すべて市が行う

民間事業者が有料の手助けを行う

地域住民の連携により
お互いにできる手助けを行う

ボランティア・NPO等が中心となって
手助けを行う

その他

無回答
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問 15 本来、生活課題を解決するための「望ましい姿」について、あなたの考

えに近いものはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家庭や地域住民だけで手助けできないときに、市が手助けを行う

べきだ」（55.1％）がもっとも高く、次いで「すべて市（公的福祉サ

ービス）により、解決すべきだ」（16.5％）となっています。 

前回調査では「家庭及び地域住民だけで手助けできないときに、市

が手助けを行う」がもっとも高く、次いで「家庭でお互いにできる手

助けを行う」となっていました。 

8.8 %

43.9 %

40.4 %

22.8 %

17.5 %

14.0 %

10.5 %

10.5 %

3.5 %

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家庭及び地域住民だけでは
手助けできない場合に市が手助けを行う

家庭でお互いにできる手助けを行う

有償福祉サービス「ささえあい狭山」が
中心となって手助けを行う

すべて市が行う

民間事業者が有料の手助けを行う

地域住民の連携により
お互いにできる手助けを行う

ボランティア・NPO等が中心となって
手助けを行う

その他

無回答

無回答
0.2%

不安や悩みを感
じていない
33.1%

不安や悩みを感
じている
66.7%

ｎ=504
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（４）ご近所づきあいや自治会活動に関すること 

 

問 16 「ご近所づきあい」について、あなたの考えに近いものはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日頃から大切にしている」（29.9％）、「万一の際は、互いに助け

合えるよう心がけている」（29.7％）が高く、次いで「顔や名前ぐら

いは、知っている」（24.0％）となっています。 

なお、前回調査でも同様の上位回答となっています。 

28.6 %

26.2 %

23.4 %

13.9 %

3.8 %

1.2 %

3.0 %

0% 10% 20% 30%

大切にしている

何かあった際には
助け合えるよう心がけている

顔や名前ぐらいは知っている

プライバシーを尊重し干渉しない

あまりしたくない

必要ない

無回答

ｎ=504

問１９　ご近所づきあい
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問 17 ご近所に関して、どのような困り事がありますか。あてはまるところ（全

て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住民のモラル（ごみ・騒音・違法駐車などの迷惑行為）」（21.7％）

がもっとも高く、次いで「住民相互の交流不足・近隣関係の希薄」

（16.1％）、「災害時の体制」（11.2％）となっています。 

なお、前回調査では、「ごみ問題や騒音、違法駐車等モラルの問題」、

「災害等非常時における体制」、「自治会役員等のなり手不足」の順と

なっています。東日本大震災を契機に、住民相互の交流の必要性が意

識された可能性があります。 

3.6 %

29.4 %

5.8 %

28.8 %

23.0 %

20.2 %

18.3 %

17.3 %

11.1 %

5.2 %

4.8 %

0% 10% 20% 30% 40%

ごみ問題や騒音、違法駐車などモラルの問題

災害など非常時における体制

自治会役員などのなり手不足

防犯や治安・風紀の問題

住民相互の交流不足

祭りなど地域行事の衰退

プライバシー保護の問題

生活上困難を抱えた住民への対応

その他

特にない

無回答

ｎ=504

問２１　地域の問題

無回答
1.8%

参加したことがな
い
63.9%

過去に参加した
ことがある
23.6%

参加している
10.7%

ｎ=504
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問 18 仮に、ご近所で身の回りのことや家事等に課題を抱える方がいた場合の

解決方法について、あなたの考えに近いものはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「近所に住む者として、できる範囲で支援したい」（33.1％）がも

っとも高く、次いで「支援をしたいが、自分のことで精一杯で、その

余裕がない」（32.9％）となっています。何らかの形で「支援をした

い」と考えている方が、80％余りに達しています。 

なお、前回調査では、「頼まれたら可能な範囲で協力する」がもっと

も高くなっています。 

67.9 %

8.1 %

7.9 %

6.7 %

5.4 %

0.8 %

1.4 %

1.8 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

頼まれたら可能な範囲で協力する

積極的に手助けする

協力したいが、
どうしたらいいかわからない

責任が伴うことであり、
個人的に協力することだとは思わない

技術、体力がなく、協力できない

協力したいとは思わない

その他

無回答

ｎ=504

問２０　近所で困ってる人の対応

3.6 %

29.4 %

5.8 %

28.8 %

23.0 %

20.2 %

18.3 %

17.3 %

11.1 %

5.2 %

4.8 %

0% 10% 20% 30% 40%

ごみ問題や騒音、違法駐車などモラルの問題

災害など非常時における体制

自治会役員などのなり手不足

防犯や治安・風紀の問題

住民相互の交流不足

祭りなど地域行事の衰退

プライバシー保護の問題

生活上困難を抱えた住民への対応

その他

特にない

無回答

ｎ=504

問２１　地域の問題
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問 19 自治会に加入していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 自治会に加入して良かったことは何ですか。あてはまるところ（全て）

をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会に加入して良かったこととしては「自治会内のさまざまな情

報が入手できる」（50.6％）がもっとも高く、次いで「良好なご近所

づきあいにつながる」（36.1％）、「災害時、お互いに助け合うことが

できる」（33.3％）となっています。 

自治会に加入していると回答された方は全体の 84.2％となってい

ます。 
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（５）地域活動に関すること 

 

問 21 あなたは現在、地域のつながりや支え合いを高めるような活動（地域活

動）をされていますか。あてはまるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 地域活動を始めた動機（キッカケ）は何ですか。あてはまるところ（全

て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「活動の趣旨・目的に賛同したから」（44.7％）がもっとも高くな

っています。 

「自治会活動」（17.9％）がもっとも高く、次いで「地域行事活動」

（6.6％）、「PTA 活動」（3.9％）、「子ども会活動」（3.4％）となって

います。 
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問 23 地域活動を続けている理由は何ですか。あてはまるところ（全て）をお

答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域の役に立つから」（31.5％）がもっとも高く、次いで「人脈

を増やす（人との出会い）から」（20.3％）となっています。 

前回調査では「地域のためになった」、「生きがいを得た」、「新たな

友人・知人ができた」の順となっています。 

29.6 %

22.2 %

20.4 %

9.3 %

5.6 %

3.7 %

13.0 %

3.7 %

0% 10% 20% 30%

地域のためになった

生きがいを得た

新たな友人・知人ができた

心身の健康維持ができた

息抜き・リフレッシュができた

知識や技術が習得できた

その他

無回答

ｎ=54

問２４　活動を続ける理由
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問 24 今後、新たに参加してみたい地域活動は何ですか。あてはまるところ（全

て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 27） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「健康増進活動」（11.6％）、「地域行事活動」（7.6％）、「自然環境

保護活動」（6.0％）の順となっています。 

なお、前回調査では「生涯学習」、「健康づくり」、「自然環境の保護・

保全活動」の順となっています。 

9.3 %

8.3 %

7.3 %

7.3 %

1.4 %

2.2 %

18.1 %

3.8 %

39.9 %

36.5 %

21.6 %

15.9 %

12.7 %

12.5 %

12.5 %

11.9 %

0% 10% 20% 30% 40%

生涯学習

健康づくり

自然環境の保護・保全活動

高齢者や障害者への支援など

ごみ問題やリサイクルに関する活動

子育て支援

地域の祭り、伝統文化の保全

防犯や交通安全

地域防災

国際交流

青少年の健全育成

まちづくり・まちおこし

生協等の消費者活動

その他

特にない

無回答

ｎ=504

問２７　今後参加したい活動
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（６）地域団体等が行う福祉的活動の利用に関すること 

 

問 25 あなたは現在、地域団体やＮＰＯ法人が行うさまざまな福祉的活動のう

ち、どのようなものを利用されていますか。あてはまるところ（全て）を

お答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 その活動を利用することになった動機（キッカケ）は何ですか。あては

まるところ（全て）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「交流の場（ひろば・サロン）」（2.3％）がもっとも高くなっていま

すが、総じて低い状況となっています。 

「知人・友人の紹介」（40.0％）がもっとも高く、次いで「家族の勧

め」（20.0％）、「近所の方の紹介」（17.5％）となっています。 
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（７）震災を契機とした今後の活動に関すること 

 

問 27 東日本大震災の発生直後において、あなた自身が特に困ったことは、何

ですか。あてはまるところ（３つ以内）をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「計画停電」（49.3％）がもっとも高く、次いで「ガソリン不足」

（43.0％）、「原発事故への不安感」（29.2％）となっています。 
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問 28 震災直後の記憶が、忘れがちになっていると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 あなたは、震災が発生する「前」と「後」とを比べ、価値観や意識が最

も大きく変わったことは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「忘れてはいない」と回答された方が 3 分の２近くとなる一方、「や

や忘れがちになっている」と回答された方が 3 分の 1 余りとなってい

ます。 

「災害を始めとした危機意識」（46.8％）がもっとも高く、次いで

「大きな変化はない」（24.5％）、「住まい・建物の耐震化」（14.1％）

となっています。 
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（８）身近に感じる地域に関すること 

 

問 30 あなたにとって身近に感じる「地域」とは、どのような範囲ととらえて

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 31 「地域」に対する愛着がありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「隣近所」（31.4％）がもっとも高く、次いで「自治会」（26.7％）、

「狭山市全体」（19.4％）となっています。 

「とても愛着がある」「ある程度愛着がある」と回答された方が、全

体の 75.9％となっています。 



- 23 - 
 

問 32 あなたにとって「地域」は暮らしやすいですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 33 暮らしやすいと思う理由は何ですか。あてはまるところ（３つ以内）を

お答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「暮らしやすい」「どちらかと言うと暮らしやすい」と回答された方

が全体の 73.1％となっています。 

「自然災害が少ない」（46.3％）がもっとも高く、次いで「買い物

の利便性」（38.7％）、「自然が豊か」（25.2％）となっています。 
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問 34 市が策定した「狭山市地域福祉計画」を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 35 狭山市社会福祉協議会が策定した「狭山市地域福祉活動計画」を知って

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知っている」「名前ぐらいは知っている」と回答された方が全体の

28.1％となっています。 

「知っている」「名前ぐらいは知っている」と回答された方が全体の

24.9％となっています。 
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問 36 狭山市社会福祉協議会が行っている各種事業・サービスのうち、あなた

が知っているものを教えてください。あてはまるところ（全て）をお答えく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 32） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「社協だより「ふれあい」」（45.0％）がもっとも高く、次いで「老

人福祉センター」（25.5％）となっています。 

なお、前回調査でも同様の傾向となっています。 

10.9 %

7.9 %

7.5 %

6.7 %

7.1 %

20.4 %

51.2 %

40.5 %

17.7 %

17.5 %

17.1 %

15.9 %

15.1 %

12.7 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

社協だより「ふれあい」などの広報誌

老人福祉センター事業

有償福祉サービス「ささえあい狭山」

狭山市ボランティアセンター

ふれあいサロン、配食、会食会や見守り活動

福祉機器の貸出し

心配ごと法律相談

ファミリー･サポート・センター

移送サービス

社会福祉大会

産前・産後ヘルパー派遣事業

手話通訳者派遣事務所

その他

無回答

問３２　社会福祉協議会活動
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問 37 あなたは、民生委員の役割や担当民生委員の氏名を知っていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 33） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「民生委員の役割と担当民生委員の氏名の両方を知っている」と回

答された方は全体の 17.3％となっています。 

なお、前回調査では「民生委員・児童委員の役割と自分が住んでい

る地域の担当者を知っている」と回答された方は全体の 20.4％となっ

ており、前回調査から微減しています。 

無回答
6.5%

民生委員・児童
委員の役割と自
分が住んでいる
地域の担当者を
知っている
20.4%

民生委員・児童
委員の役割は
知っているが、自
分の住んでいる
地域の担当者を
知らない
36.9%

民生委員・児童
委員の役割を知

らない
36.1%

ｎ=504
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問 38 暮らしやすい地域にするためには、地域のあり方や福祉サービスをどの

ようにしていくことが必要ですか。あてはまるところ（３つ以内）をお答え

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参考》前回調査回答（問 34） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「年金など社会保障の充実」（44.4％）がもっとも高く、次いで「介

護など、公的福祉サービスの充実」（34.1％）、「ご近所づきあい、住

民相互の交流」（30.7％）となっています。 

なお、前回調査では「行政による福祉サービスが充実している」、「医

療機関が充実している」、「必要な時に必要な情報がすぐに入手できる」

の順となっています。前回に比べ、「ご近所づきあい、住民相互の交流」

や「地域住民の支え合いや助け合い」といった回答が増えています。 

5.6 %

1.6 %

12.7 %

7.1 %

53.0 %

50.6 %

29.8 %

27.4 %

19.4 %

12.5 %

12.1 %

9.5 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

行政による福祉サービスが充実している

医療機関が充実している

必要な時に必要な情報がすぐに入手できる

日常生活の手助けが
必要なときにすぐ受けられる

ボランティアやNPOなどによる無料又は
低額の福祉サービスが身近にある

地域住民同士の助け合いがある

地域住民の交流や活動が活発

ハンディに関わらず誰もが外出できる

事業者などによる
有料の福祉サービスが身近にある

その他

わからない・特にない

無回答

ｎ=504

問３４　暮らしやすい地域について

10.9 %

7.9 %

7.5 %

6.7 %

7.1 %

20.4 %

51.2 %

40.5 %

17.7 %

17.5 %

17.1 %

15.9 %

15.1 %

12.7 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

社協だより「ふれあい」などの広報誌

老人福祉センター事業

有償福祉サービス「ささえあい狭山」

狭山市ボランティアセンター

ふれあいサロン、配食、会食会や見守り活動

福祉機器の貸出し

心配ごと法律相談

ファミリー･サポート・センター

移送サービス

社会福祉大会

産前・産後ヘルパー派遣事業

手話通訳者派遣事務所

その他

無回答

問３２　社会福祉協議会活動
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（９）自由意見 

問 39 その他、「地域のつながりと支え合い」を高めていくためのご意見や、

ご提案等がありましたら、ぜひご記入ください。また、東日本大震災を契

機として、日頃の生活の中で、「地域のつながりと支え合いについての必要

性」や「地域の力で助かったことのエピソード」等がありましたら、差し

支えない範囲でご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な意見 

● 何とかしなくてはと思っても、リーダーが不在。 

● ちょっとしたことを頼める関係がとても大事である。 

● 何か、近所づきあいのきっかけがあると良い。 

● 福祉のことを学べる場を設けてほしい。 

● どこに連絡をすれば情報が得られるのか分からない。 

● もっと地域に宣伝し、知ってもらうことが大切。また、地域の情

報も発信してほしい。 

● 情報の入手方法が分からない。 

● 快適に暮らしていくためには、自治会への参加が大切である。 

● 自治会や民生委員等、地区や担当者間で格差があるので、水準を

揃える必要がある。今後の活動に支障がでるのではないか。 

● 小中学校の登下校時のボランティアによる見守りは、大変ありが

たい。 

● 東日本大震災を契機に、災害への危機意識や価値観等が変化した。 

● 普段からの交流が、震災時の救いとなった。 

● 自治会を中心に防災組織を作ることで、安心した生活ができるよ

うになってほしい。 

● 実際に使える、地域別の防災避難マニュアルがあると助かる。 

● 障害者の避難所を設けてほしい。 

● 自治会活動や地域行事に、子供から高齢者まで参加することで、

大きな家族のようになれ、住んでいて心地よい。 

● 若い人が積極的に地域社会に参加できるような社会づくりを考え

る必要がある。 

● 団塊世代による地域社会への協力が得られると良い。 

● 地区の集会所などを開放し、気軽に集まれ、交流できる場として

ほしい。 

● 地域の定期的なバス運行がほしい。 



- 29 - 
 

① 地域福祉への市民の参加促進に関すること 

ア．福祉教育の推進 
（意見なし） 

 

イ．意識啓発・福祉学習の推進 

（ア）地域のつながりと支え合いの必要性 
● 昭和６２、６３年に雑木林を

切り開いて建売１５軒ができ

た。全戸とも所帯主は早朝に職

場へ出かけ、夜遅く帰ることが

多く、顔を合わせることがなか

った。そして自治会の班が編成

されても、回覧板を隣のポスト

に入れるだけで会話がなかっ

た。しかし、今は、全員が定年

退職し、家に居ることが多いが、

お付き合いがない。何とかしな

ければと思いながらも、積極的

に音頭をとる人もいない。支え

合いの必要性を強く感じなが

ら、日々生活している。 

● 今、集合住宅に住んでいます。

住宅の方とは挨拶程度はします

が、正直、お名前も分からない

状態です。ほとんどの方が表札

を付けていません。いざと云う

時に、この様な状況で大丈夫か

なと不安になりますので、何か

ご近所付き合いのきっかけがあ

れば良いなと思います。 

 

● 旅行の際には隣の方に一言い

えるような、ちょっとしたこと

を頼めあえる関係がとても大事

だと思います。日頃からそうし

た関係を築き上げていく必要性

を感じました。 

● 近隣所とのつながりを強くす

ることで防犯となる。小さなこ

とだが、助け合いをすることで

心があたたまる。子供を安心し

て育てられる。 

● 私は人と接するのが苦手な病

をもっています。こんな私でも

近所の男の子が挨拶してくれ、

私もご近所の人たちにしっかり

挨拶ができるようになり、少し

でも人から信用され、地域のお

手伝いが出来ればと思っていま

す。 

● 地域のつながりと支え合いが

お題目になってしまい、訓練の

為の集りでは意味がない。地域

に困っている人がいたらどう対

応するのか、当たり前のことが

出来る人が多いか少ないかだけ

で、大きく変わってくると思う。 
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（イ）福祉学習 
● 日頃から人との挨拶や対話を

大切に考えています。大勢の集

合住宅なので、一人でも多くの

方と話せたらいいなと思ってい

ます。今後は、自治会等で介護

保険のしくみや介護予防の指導

等の話し合いが年に数回開かれ

ると良いですね。 

● 今回のアンケートにあたり、

いかに福祉のことを知らなかっ

たかと思い知らされました。親

の介護は家族間で済ませ、公的

福祉サービスを受けたことがな

く、それが当然だと思って来ま

した。しかし、自分たちのこと

になると、子供は独立し、別に

住み、頼るわけにはいきません。

これからは、もう少し興味を持

って福祉のことも考えて行こう

思います。福祉センターからも、

これから利用すべき人々に勉強

できる場を設けていただきたい

と思います。 

● 気力、体力も充実しているの

で、介護ヘルパーの資格を取得

して、地域に少しでも貢献した

いと思います。市で格安にて講

座を計画して頂きたい。 

● 市内で多くの機関・団体が同

様の課題で講習、研修会などの

催し物を開くが、対象者が広く、

多くの人に広げれば良いのに、

一部の自治会役員か民生委員な

ど役を受けている人ばかりあて

にして参加を求めるのは、時間

と金の無駄遣いでは？ もっと

広い視野で努力すべきで、人数

合わせの依頼はやめて欲しい。

どの研修に行っても同じような

顔が多いので。 

 

 

ウ．企業等の地域福祉活動への参加促進 
（意見なし） 
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② 健康で安心して暮らせるしくみづくりに関すること 

ア．相談支援体制の充実 
● 震災と高齢の不安から、母が

狭山に引っ越してくる決心をし

てくれ、現在住むところを探し

ている。長年１人で暮らしてい

るため、同居より１人で生活し

たいと希望している。高齢者が

安心して住める賃貸住宅はどの

様に探したら良いのか、民間よ

りＵＲ住宅の方が管理の面で良

いのかなど、住宅の相談窓口は

ないものか？ 

● ２人の子育てしています。介

護の仕事をしていますが、もし、

親の介護が必要になったら不安

です。共稼ぎをしないと生活➚ 

ができず、介護をする時間や費

用についてとても心配です。家

族ばかりに負担がかからない社

会を望みます。私も仕事ででき

る限り、ご家族の役に立てるよ

う頑張りたいと思います。 

● 震災だけではなく、最近は竜

巻の被害なども多く発生してい

ます。自分の家が被害に合った

時、どこに連絡していいのか（屋

根の修理等）、実際にはわかりま

せん。個人的にリフォーム屋さ

んに頼むだけで良いのでしょう

か？ 

 

イ．情報提供体制の充実 

（ア）地域福祉活動者としての視点 
● 単身高齢者の情報が個人情報

の関係でつかめない。アパート

の入居では、自治会に加入して

いても年会費を不動産屋に払っ

ているので、回覧は一度も来な

い。広報は不動産屋から個別に

ポストに入るが、それ以外の情

報（訃報・開催事など）は全く

ないので、何が起きているか分

からない。アパートに単身で住

んでいる高齢者が心配です。賃

貸の住宅への情報伝達の方法を

考えて下さい。 

● 暮らしやすい地域社会にする

には自治会を通して、住民の交

流や助け合いがもっと活発に出

来る形にしたいものです。その

具体策の一つとして、自治会情

報看板を増設し、住民一人ひと

りにもっと自治会情報（日頃の

活動内容をＰＲ）を伝えること

だと思います。 

● 地域福祉活動は参加・利用し

たいのですが、いまひとつ内容

がわからない。どこに行けばい

いのか分からず、今はいいとし

ても、この先不安がある。 
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（イ）利用者としての視点 
● 情報の入手方法がわからず、

自分がどのような福祉サービス

を受けられるのか、まったく知

りません。年金の通知のように、

福祉関係も各自に通知してもら

えるようになると良いと思いま

す。 

● 狭山市に転入した際、市役所

で自治会のパンフレットはいた

だいたのですが、自分がどこの

自治会で、加入するには誰に連

絡すればいいのかなどは書かれ

ていませんでした。周りもすべ

て新築で、近所付き合いもなく、

不動産屋に相談して加入した

が、自治会長からたっぷり嫌味

や罵声を浴びせられた。 

● つながりと支え合いだったら

何に対しても情報が大事です。

夫婦ともに出身地ではなく、し

かも賃貸で自治会には条件付き

での加入にて地域のことは良く

分かっておらず、何かあったら

と不安です。 

● 市役所でも様々なサービスを

提供しているのを今回のアンケ

ートで知りましたが、今後、も

っと情報提供を充実させてほし

いと思いました。 

● 社協が行っている事業やサー

ビスなど、名前は知っているが、

どんなことを行っているかを知

らない人が沢山いたり、知って

いたら使いたい事業やサービス

などを必要な人が使えていない

ことが沢山あると思うので、も

っと地域に宣伝・広告で広め、

アピールし、知ってもらうこと

が大切だと思います。 

●狭山の前は都市部在住が多く、

防災放送をスピーカーで聞くの

は初めてのことで、その便利さ

に驚きました。子供達に帰る時

間を知らせたり、行方不明の方

の情報等、安心感がありますが、

特に震災後は電力のこと等で

す。あたりまえのことの様です

が、誰でも受けられる支え合い

として、これからもお願いしま

す。 

● 狭山ケーブルテレビを活用し

てもっと地域の情報を発信して

ほしい。今のケーブルテレビの

内容がもっと充実して、おもし

ろければ見るようになるし、そ

の中に情報が多ければ、自然と

地域への関心も高まる気がす

る。 
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ウ．地域での声かけ、見守り活動の推進 

（ア）自治会 
● 普段から顔見知りになってお

けるよう、地域活動に関心を払

っていなければならないと思

う。高齢者も多くなり、地域活

動に思うように参加出来なかっ

たりしますが、快適に暮らして

いくためにも自治会への参加が

大切と思います。 

● 市内２ヶ所の自治会で班長を

しましたが、地区による活動の

違いに驚かされました。地区同

士のつながりをもっと持たない

と、地区間の格差が出てしまい、

自治会活動にも支障が出る気が

して心配です。 

● 自治会活動が地域のつながり

の重要な働きをしていると十分

理解できるが、会長、副会長等、

特定の人が結託して行ってお

り、活動がマンネリ化している。

私物化がみられる。 

● 自治会のない地域ですが、不

便はありません。日頃より皆さ

ん良くおしゃべりをします。そ

の会話の中で自分が出来ること

をお手伝いしています。近所は

単身者、ご夫婦２人の方ばかり

で、７０才前後の方が多いので、

お互い声を掛け合っています。 

● 母が家に居た頃は、近所の人

が気をつかってくれて、よく声

をかけて貰っていた。入院等で

母が居なくなり、近所との交わ

りも少なくなった 

● 若い世代の家族は子供の教育

や家のことで手一杯です。そん

な中での自治会への参加、役員

など本音はやりたくない、さけ

たいと思っている。ご近所と円

滑に生活をしていきたいので、

仕方なくその任期だけ無理をす

る。都内などでは自治会に入ら

ない若い世代があたりまえだと

聞いています。自分が老年期を

迎えたら考え方が変わるのかも

知れないが、今後 10 年くらい

は本当に「家」が大変な時期な

ので、その他のことは避けてい

たいし、関わりたくないと思い

ます。私だけのわがままな考え

方なのでしょうが、大部分の方

も同じだと思います。ただし、

地域の祭りを見た際、若い世代

はほとんど居ず、定年を迎えた

方のみでの進行に「こんなんで

いいのかな？」と思ったりもし

ています。 

● 今年も自治会（民生委員の方）

に敬老会を計画、実施して頂き

ました。毎年の開催本当に有難

う御座います。 

● 自治会活動などに一人でも多

くの人に参加してもらえるよう

に、そして、それらの人がそれ

ぞれふれあって知り合い、輪と

輪が大きな輪となって、限りな

く広がっていけば安心できる街

になると思います。 
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（イ）民生委員 
● 地域に民生委員の人がどこに

いるかもわからない。委員の方

も大変だと思いますが、地域を

回って何か困っていないか、聞

いて回っても良いのではないで

しょうか？別に世間話でも良い

と思います。 

● 民生委員の方々の必ず行う活

動の明確さと、民生委員の活動

が、その方により多い少ないが

かなりあることを他の市で聞き

ました。狭山市は委員の方全員

が、同じ内容を支援出来るよう、

市の指導監督を希望します。 

● 市内に住んでいた母が今年５

月に亡くなりました。在宅介護

中、ケアマネジャーや訪問看護

師に来て頂き、大変良くして頂

きました。介護していた父の所

に初めに声をかけて下さったの

は、民生委員さんでした。初め

ての介護で何も分からない中、

民生委員さんのお話から母に十

分な介護が出来ました。 

 

 

（ウ）その他 
● 子供に関しては地域の方達が

声をかけてくれているため、普

段そんなに人通りが多くはない

が、安心しています。 

● ひとり暮らしの高齢者の方に

は、特にふれあいサロンなどで

交流を増していくと、さびしく

なくて良いと思います。 

● 毎朝小中学生の登校時に地域

のボランティアの方々が見守り

（交通安全・防犯活動）をして

下さっており、本当にありがた

いです。 

● 仕事で殆んど家に居ない。高

齢者が同居しているので心配だ

が、近くに住む知人や子どもが、

時々、様子を見に来てくれる。

ボランティアで高齢者を見に来

て、外からでも声をかけてくれ

るとありがたい。 

● 一人暮らしの高齢者の日常生

活を把握しておく必要が増して

いるが、プライバシー等で難し

いと思う。日常生活に苦労（心

身共に）されている人をどう注

意して市は見守っていきます

か。 
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エ．災害に備えてのつながりづくり 

（ア）震災を契機としたもの 
● 災害、特に大地震時の対応に

ついての危機意識・危機管理の

あり方が分からない。避難場所

（短期と長期）の認知、避難時

の注意点、避難中の火災発生の

予防、近隣被災状況の把握、近

隣さそい合いの避難活動、火災

発生時の協力消火活動の展開、

負傷者・病人への支援、救急機

関への通報と応急手当。火災予

防が最重要課題と思う。 

● 震災後、「オール電化マンショ

ン」は計画停電中「ただの箱」。

寒さが残る中、３か月の子供を

抱えながら、心細い毎日を送る

私たちに、同じマンション内の

方々が近隣の実家に連れてくだ

さったり、時には温かい食事を

提供いただいた。その後、マン

ション全体で防災会議を年一回

することになり、災害への危機

意識を再確認したりと小規模な

がら地域の結束が芽生えている 

● 震災後、ものの考え方や今を

生きる自分自身の姿勢が大きく

変化したと思います。家族との

会話が増え、震災に限らず社会

で起こっている様々な内容につ

いて、話し合える状況が続いて

います。地域に住む各家族がつ

ながりを持つことにより、共通

の話題への理解が深まり、具体

的な行動が出来る地域住民とな

っていくと思います。 

● 歩行器具を使わないと歩けな

い状況ですが、震災の時は家族

がいたので安心。一方、家族が

いない日中はとても不安。避難

にあたり、自治会役員に色々聞

いてたが、障害者に対する誘導

などは無いように聞いた。家族

不在時でも障害者が安心して避

難出来るシステムが出来ないか 

● ご近所づきあいが良いため、

震災時の時もお互いに声をかけ

あうことができました。普段か

ら交流があることは、こういっ

た時に救いになります。近所づ

きあいは大切だと思いました。 

● 震災時に、タクシーに声をか

けあって、地域別にグループで

帰宅できたこと。電力不足で電

車の途中駅止まり（新所沢）が

多く苦労したとき、皆で声をか

け合い、グループでタクシーに

乗って帰れた日が数多くありま

した。ちょっとした工夫と勇気

が必要なことがわかりました。 

● 実家は気仙沼市で、両親が古

くから住んでいる。震災時、一

番力になったのは、遠くの私た

ちよりも、昔からのご近所さん

達。互いに気にかけ、支え合い、

一番心強かったと話していた。 

● 私は震災後「何かをしなけれ

ば」、「何かをしたい」と思った

ので、ボランティアとして足繁

く東北に通っている。 
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（イ）市内避難者 
● 東日本大震災の時は親族の避

難受入れをしましたが、近所・

知人より寝具などをお借りした

り、スーパーの駐車場を使わせ

て頂いたりと、皆様にはご支援

頂きました。市の援助で、その

後のアパートの斡旋、家賃援助

など頂き、狭山市の住みやすさ

と温かさを実感し、感謝してお

りました。 

● 福島から兄弟たちが避難して

きている現在、衣・食・住にお

いて大変お世話になっていま

す。いつ帰るかもわからない、

すべてが不安の中で頑張ってい

ます。これからも宜しくお願い

します。 

 

（ウ）自治会 
● どの地域にもいろいろな考え

方の人々がいると思います。自

治会活動をお願いしている方々

は、とても大変な思いをされて

いると思われますが、一応、自

治会という組織を基本として防

災についてもしっかりした組織

を作っていただき、住民が安心

して生活できるようにして頂き

たいと思います。 

● 災害時に地域の連帯は欠かせ

ないと思いますが、リーダーと

なる民生委員や自治会役員の担

い手がなかなかいない現状だと

思います。もしもの時には助け

合える隣近所、そして自治会組

織であったらと願っています。 

● 災害時、自治会単位で集合し、

点呼を取ってから避難場所に移

動するということを防災訓練の

時に初めて知りました。小学生

の子供も迎えに行かなければい

けない時に、自治会の点呼を待

ったりと心配ですので、実際の

手順など、いざと云う時の地域

別防災避難マニュアルがあれば

助かります。 

● 障害者のいる家族として、狭

山市の防災計画の内容を十分把

握できていない。自治会で地域

の住民（おとしより、障碍者も

含めた）の安否確認は必須とな

るが、まだ弱者に対する心のバ

リアーフリーはとけていないと

感じる。一般の方と同じ避難所

ではパニックになったりするの

で、緊急時の為の避難所をぜひ

設けて欲しい。 
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（エ）その他 
● 私達の住んでいるところも、

いつ大きな地震が来るか分から

ない。一応、主人、私もリュッ

クサックの中に水、乾パン、ア

メ、缶詰、タオルの他、下着類

を入れて玄関に近い場所に置い

てあります。また、夜は携帯、

電池、手提げはいつもあります。

小 さ な ラ ジ オ も 用 意 い し

て・・・・。 

● 災害時の避難場所をもっと分

かりやすく、明白に道路等に標

示して頂きたい。防災狭山のア

ナウンスの声は大変聞き取りに

くく、いつも何をおっしゃって

いるのかが伝わりません。 

● 地域の防災訓練は良かった。

実際のバケツリレーや、炊き出

しなども行って自分たちで出来

ることが分かった。 

● 他の地方都市との文化的、人

的交流を継続的に行うのが良

い。同じ埼玉県ではなく、相手

は東北、東海、近畿など、関東

以外の地方自治体である。東日

本大震災後の短いボランティア

活動を通じて感じたことは、離

れた地域同士がいざ災害が発生

した時に支援協定があれば、水、

食料、救援物資の備蓄の取り崩

しなど被災地のために迅速に活

かすことが可能となるから。 

● 現在５階建てマンションに住

んでいますが、大きな震災や問

題があった時、助け合えるかど

うか全く確信がとれません。所

帯数が少ないマンションでも集

会の様なものは必要かと思いま

す。大家さんも同じ所に住んで

いますが、何もされないので市

役所の職員が中心となり皆に呼

びかけて欲しい。 

 

オ．からだとこころの健康増進 
● 私の町内会は年末に餅つき大

会を行っています。日頃顔を合

わせない老人会の方々も参加さ

れて、楽しい一日を過ごします。

体育祭やソフトボール大会等を

通して、町内会の行事を子供か

ら老人会も一緒に参加し大きな

家族みたいです。住んでいて心

地良い、住みやすい町内だと思

います。 

● 認知症予防のため、市職員の

方がリーダーとなり「歩こう会」

を結成、妻も参加し、月１回集

まってウオーキングをやってい

る。健康保持のため、非常に効

果的だと思う。ありがとう。 

● 精神を病んでいる人たちが、

心おきなく自由に出入りできる

一室、サークルのような会があ

るとうれしい。強制ではなくい

つでも利用可能な施設。 
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③ 地域福祉活動を推進するための環境整備 

ア．ボランティア活動への参加促進 
● 強制的というのはどうかと思

うのですが、必ず全家庭参加し

てくださいといった行事（作業、

奉仕活動等）があると、普段あ

まり顔を合わせないご近所と

も、コミュニケーションをとる

きっかけになると思います。そ

れぞれに忙しく、「場を作る」「リ

ーダーシップを示す」など、主

体的に動くというのが難しい昨

今です。主導してくれる存在が

あると、住民には助けになると

思います。 

●  あまりべったりとつながる

と、うまくいかなくなると思う。

親切が大きなお世話にならぬよ

う気を付けたい。私がこうした

のだから相手もこうしてくれる

はずだとか、見返りを求めるよ

うな考えは持たないといつも心

がけています。 

● 高齢化の問題、医療や福祉の

充実は勿論、若い人達が積極的

に地域社会に参加出来るような

社会づくりを考えるべき。 

●  地域のつながりや支え合い

は、皆、重要と考えていますが、

近所同士とも挨拶程度の付き合

いでは難しいと思います。自治

会等を通してボランティアが出

来れば良いと考えますが、社会

福祉協議会のホームページを見

て、ボランティアを募集してい

ることを初めて知りました。 

● 地域福祉とは言葉では易しい

が、この頃、思い当たったこと

として、５０代後半から７０代

前後の人達は各自の趣味の時間

を公共施設で楽しんでおられる

方が多く見受けられます。頑張

って生きてきた半世紀の自分へ

のご褒美でしょうが、その年代

の人達がたとえ２時間位の支え

合いでも良いから、各部門をロ

ーテション組んで地域社会に力

を供してもらうことも良いので

はと考えます。既に多方面でご

活躍の方も多くなり、嬉しい限

りです。私も８０歳になりまし

たが、母を看取ってから保育園

での「おはなしの読み聞かせ」

をライフワークとして続けてい

ます。 

● 自治会、子供会活動に参加し

ていると、子供達も関心を持ち、

地域活動へ参加するきっかけに

なると思います。 

●  市内の道路は段差が無くな

り、自転車に乗っても、すいす

い行かれる様になりました。老

人会に入り、一人住まいの方の

補助もさせて頂きました。私が

今一番大事に思っていること

は、障害者の方々へのボランテ

ィアで、後５-６年は続けたいと

思います。 
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イ．地域福祉活動の場の確保 
● 市も高齢化社会になり、地域

の行事の参加者も高齢者が目立

つ様になりました。各地区の集

会所を、もっと気楽に高齢者が

孤立しない様に開放し、おしゃ

べりの場や交流の場（趣味や飲

食）として、放課後の子供も交

え、大きな意味での昔の家族➚ 

の再現でもするようにしない

と、只清掃だけをし、保存に努

める建物では意味がないと思い

ます。少人数での交流は仲間外

れや他人の悪口の温床になるの

で、出入り自由で同年齢の友人

と会える場が良いですね。 

 

ウ．地域での取り組み事例や活動の紹介 
（意見なし） 
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④ その他 
● ７８歳女性。駅に行くのも買

い物も２５分くらいかかる。茶

の花号バスを住宅の中を走らせ

てもらえると助かる。 

● 北入曽に転居し３年。自然豊

かで老後の生活に適していると

思い、家を建てました。入曽駅

は新所沢と狭山市駅の間にあ

り、地域の定期的なバス運行が

なく、毎日の生活に不便を感じ

ています。駅前の再開発も中止

になり、不安を感じています。 

● 私は北入曽に住んでいます。

娘夫婦も近くで暮らしていま

す。昨年孫が生まれて思うこと

は、近所に子どもが遊ぶ場所が

本当に少ないということです。

安心して遊べる公園等があれ

ば、地域のつながりにもなると

思います。 

● 福祉センター不老荘をよく利

用しています。季節ごとの催し

物などお風呂の他に楽しんでい

ます。この様な施設はとても大

切です。 

● 老人会に入って、一人住まい

の方のお世話をしてきました。

亡くなる方、ホームに入る方、

ささえあい狭山を利用される

方、包括センターの方が来てく

れる方、私も年をとって皆さん

にお世話になるかも知れません

が、色々見ていると安心して住

める街だと思います。 

● 所沢市境に在住、自治会も所

沢市と一緒の活動。そのため、

行事、その他のサービスも違う。

狭山住民として高齢化の中、行

政施設が離れたところにあり、

市役所、社協、その他、直接行

くにも何も出来ない状態。食品

店も撤退し、日々の買い物に困

っている。住民税を納めて３５

年、市もこの場所に是非注目し

てくださるようお願いします。 

● 実質ひとり暮らし。高齢にな

った時、今のように順番制で自

治会班長をやることが大きな負

担に思う。多少の金額を負担し

ても、やれる人がやるというふ

うになって貰うと有りがたい。 

● 保育園の入園待機を２年して

います。本当は仕事をしないと

収入が少なく厳しいのですが、

保育園は既に働いているお母さ

ん優先なので入れません。預け

られることが決まらなければ、

仕事先も探せず、面接さえ受け

られません。一時保育も問合せ

しましたが、余裕がないと断ら

れました。来年から近くの幼稚

園すらなくなるのも大変です。

残る幼稚園には駐車場を造るの

で送迎に良いと聞きましたが、

私は車を持っていません。皆が

車を持っている訳ではないの

で、幼稚園を減らすならスクー

ルバスにして欲しいです。 

 


